
住田町のご紹介 

岩手県 

人口：５９６９人 （高齢化率約３８％） 
基幹産業：林業、農業 

Vorführender
Präsentationsnotizen
住田町は岩手県南東部の山間の町で、近隣の陸前高田市、大船渡市と合せて気仙地域と呼ばれています。人口は５９６９人、高齢化率は22年の国勢調査時点で約３８％と全国平均の２４．１％を大きく上回っています。基幹産業は第一次産業である農業と、本日の講演の主眼となる林業であります。



http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

森林率 ： 90% （30289ha） 
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森林の約４割が町有林（11961ha） 

町有林が大きい 

人工林樹種別割合 
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住田町の森林の概要 

Vorführender
Präsentationsnotizen
住田町は、町面積の９０％、３０２８９haが森林であり、豊富な森林資源に恵まれています。戦前からの植林や戦後の拡大造林期を経て、人工林率は５１％に達しており、全国平均の約４割を１割程度上回っています。人工林の植栽樹種の大半はスギでありますが、住田町を含んだ気仙地方のスギは「気仙スギ」として呼ばれており、加工のしやすさや、木目の通りのよさ、独特の芳香があることで、有名です。また、住田町の森林の大きな特徴としては、町有林の面積が非常に大きく、全森林面積の約４割である１１９６１ｈaに達していることです。これは全国的にも大きな数字で、住田町の森林・林業政策を進める上で大変重要な位置を占めています。



http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

①川上から川下までの木材流通 
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森林・林業日本一に向けた取組み 

 

木造役場庁舎 

②木質バイオマスの利用 
 
 ③森林環境教育 
 

そして 
 

Vorführender
Präsentationsnotizen
本日は、森林・林業日本一のまちに向けての取組の柱となる３つの施策についてご紹介いたします。まず１つ目は「川上から川下までの木材流通」、２つ目は「木質バイオマスの利用」、３つ目は「森林環境教育」です。そして、それらの施策のシンボルであり、さらに加速化させるものとして建設いたしました住田町新庁舎についてご紹介します。



http://www.town.sumita.iwate  

木 工 団 地  
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三陸木材高次加工協同組合 
（集成材） 

けせんプレカット事業協同組合 
（プレカット） 

協同組合三陸ランバー 
（ラミナ） 

Vorführender
Präsentationsnotizen
なお、以上３事業者は、互いに隣接しており「木工団地」を形成しています。









住田住宅産業株式会社 
・昭和５７年設立  

・完  工  数：３５０棟超（百万円以上のもので改築を含む） 

・職  員  数：９名 

・平成２５年度売上：３億２千万円 

http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

気仙大工による純国産材住宅 
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工務店 

Vorführender
Präsentationsnotizen
木工団地で出来た部材を使って家を建てるのが住田住宅産業株式会社です。
伝統的な「気仙大工」の匠の技を使い木造の家を建てることを通して、木材の付加価値と消費拡大、ひいては山元に利益を還元することを目的とし、昭和５７年に第三セクターとして設立しました。
また、先の東日本大震災直後には、被災者のための木造仮設住宅の設計及び施工も行いました。



http://www.town.sumita.iwate.jp/ 
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林地残材 工場廃材 

｢地域新エネルギービジョン｣ 策定 

 
基本理念 

｢森林エネルギーのまち｣の実現 

エネルギー利用の促進 

平成12年 

「捨てればごみ、燃やせば資源」 

大雨時
に災害
を誘引 

処分費が
かかる 

http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

Vorführender
Präsentationsnotizen
木材を生産するあらゆる段階で使われない木片が生じます。それらは単にもったいないだけでなく、林地残材は大雨時に下流域に被害をもたらす災害を誘引することとなり、工場廃材は処分費用のかかるやっかいなものです。住田町では、これらやっかいものを資源にかえるべく、平成12年度に「地域新エネルギービジョン」を策定し、木質バイオマスのエネルギー利用を促進しています。



木屑焚きボイラー 

http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

木材乾燥施設 

熱 

・９０００t/年のCO2排出削減 

・１億２千万円/年の経費節減 

・４名の新規雇用 

熱 

工場内暖房 
熱 
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木工団地での木屑利用 

Vorführender
Präsentationsnotizen
また、木工団地内で発生する端材や木屑等をエネルギー利用することを目的に、平成１６年度に木屑焚きボイラーを導入しました。
このボイラーから発生する熱を木工団地内の３０器を超える木材乾燥器と工場内暖房に使用しています。あくまでも試算ですが、木工団地の3事業体で年間約９，０００ｔの温室効果ガスの削減と、３，０００キロリットルの化石燃料、金額ベースで１億2千万円の経費の削減につながっています。
さらには、廃材を利用できたことで、化石燃料代の他に産業廃棄物処理費用の削減、さらには、ボイラー操業のための４名の新たな雇用にもつながりました。




http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

町立 

保育園の床暖房への利用 

Vorführender
Präsentationsnotizen
ビジョン策定の翌年度、町内の保育園の新築にあわせ、床暖房の熱源として、全国の児童福祉施設で初となる木質ペレットボイラーを導入しました。おかげで、園児たちは冬場でも元気に裸足で過ごしています。



 

  

 

http://www.town.sumita.iwate.jp/ 
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森の保育園 

Vorführender
Präsentationsnotizen
保育園の年長を対象とした、四季ごとに開催しております「森の保育園」の様子です。森の中でゲームをやったりと、森を楽しんでもらうことを主眼としています。



 

  

http://www.town.sumita.iwate.jp/ 
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森林環境学習 
（小学校） 

 

Vorführender
Präsentationsnotizen
小学校での学習の様子です。
低学年を対象とした、森林体験学習、
高学年を対象とした水生生物調査や砂金採り体験、製鉄体験を実施しています。



http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

11 

間伐体験 
（中学生） 

Vorführender
Präsentationsnotizen
中学校２年生で間伐体験
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木で役場をつくりました 

http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

Vorführender
Präsentationsnotizen
住田町では昨年・平成26年9月に純木造の役場庁舎を開庁いたしました。この庁舎及びその建設の経緯についてご紹介いたします。



 

 
 

     

 

 

象徴木 
(交流プラザ内) 

住田町らしさを発信する庁舎 
～森林・林業日本一を目指すまちの役場庁舎～ 

◆木構造部数量   710.7㎥  
             (スギ 247.7㎥、カラマツ 463.0㎥）   
               ※総木材使用量は約800㎥ 

◆住田町内生産の割合  約70％ 
             （スギ100％、カラマツ約50％） 

地元産木材×木材加工技術 

『木造公共建築のモデルハウス』 
かつ 

『木材のショールーム』 

http://www.town.sumita.iwate.jp/ 

木の香りが
漂う室内 

町内加工
の集成材 

Vorführender
Präsentationsnotizen
３つ目の「住田町らしさを発信する庁舎」というコンセプトの下では、森林・林業日本一を目指す町に相応しい役場庁舎として、「木造公共建築のモデルハウス」かつ「木材のショールーム」となるべく、木材をふんだんに使用するとともに、最新ないし伝統の木材加工技術を随所に垣間見れる作りとしました。また、使用木材については町内の一貫した木材流通システムを活用し、約７割を町内の木工団地で生産されたものを使用しました。



 

 

＜矢崎エナジ－システム㈱製＞ 
使   用   燃   料：木質ペレット 
燃 料 消 費 量 ：７８ｔ（導入検討時試算数値） 
燃   料   費 ：約３，４４０千円（１ｼｰｽﾞﾝ） 
灰   の   処  理 ：自動排出装置によりドラム缶に蓄積 
        （半年に１回程度処分委託） 
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Vorführender
Präsentationsnotizen
２つ目のコンセプトである「環境にやさしく防災の要となる庁舎」の下では、防災機能としては、耐震強度１．５倍・準耐火構造とすることにより、庁舎自体の耐久性を向上させるとともに、災害時の避難や物品搬入を想定した造りとしました。また、以前より町として取り組んでいた木質バイオマスエネルギーの利用を更に加速するため、木質ペレットボイラーによる冷暖房空調システムを導入するとともに、屋根に太陽光パネルを設置しました。太陽光パネルは災害時の電力供給源としても想定しています。さらに、自然換気・採光用の天窓の設置や省電力であるLED照明、ソーラー外路灯など省エネルギー設備の導入も行いました。
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